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Ａ．研究目的 

 これまで、内臓脂肪型肥満を含む肥満が

糖尿病、高血圧、脂質異常症等の健康指標

に影響することが明らかにされてきた一方

で、やせは普通体重の者と比べて糖尿病を

発症するリスクが約 2 倍高いだけでなく 1、

死亡率 2,3もまた高いことが示されており、 

やせにおける健康影響が注目されている。

令和元年国民健康・栄養調査の結果から、

やせの者の割合は男性よりも女性に多く、

さらに日本人の 20 歳代の女性のやせの者

の割合は約 5 人に 1 人であり 4、若年期にお

研究要旨 

 我が国における若年女性のやせの者の健康リテラシーに関する特徴と、これまでの取

組の成果や課題を抽出することを目的とし、若年やせ女性と疾患に関するスコーピング

レビューを行った。 

日本語論文において、検索された論文 891 件のうち、表題と抄録の精査（1 次スクリ

ーニング）および本文の精査（2次スクリーニング）の結果、最終的に 47件が採用され

た。やせに関連する疾患として、月経・妊娠（18件）、生活習慣病（14件）、骨（7件）、

精神面（2件）、その他（6件）が挙げられた。 

英語論文において、検索された論文 2923件のうち、表題と抄録の精査（1次スクリー

ニング）および本文の精査（2次スクリーニング）の結果、最終的に 62件が採用された。

やせに関する疾患として、月経・妊娠（15 件）、生活習慣病（10 件）、骨（8 件）、精神

面（17件）、その他（12件）が挙げられた。 

若年期のやせは、初経の遅延や月経困難症、骨密度低下、冷えなど若年期に影響する

だけではなく、成人期以降においても、若年時のやせが妊娠、生活習慣病、骨粗鬆症な

どに影響することが確認された。 
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ける女性のやせが顕著に多い状況である。

最近では日本人を対象として、20 代女性で

耐糖能異常を有する者の割合は普通体重の

者（1.8%）と比べてやせの者（13.1%）で

高いことが報告されている 5。一方、発展途

上国で生じる飢餓に対する健康影響ではな

く、先進国において生じるやせの健康影響

はこれまで十分に明らかにされていない。 

そこで、我が国における若年女性のやせ

の者の健康リテラシーに関する特徴と、こ

れまでの取組の成果や課題を抽出すること

を目的とし、若年やせ女性と疾患に関する

スコーピングレビューを行った。 

 

Ｂ．研究方法 

論文検索は 2022 年 5 月 16 日までに出版

された文献を検索対象とした。日本語論文

の検索式を作成する際、対象者を表す単語

（ヒト、青年期、成人、女）とやせ（痩せ）

の単語で構成した用語を用いた。英語論文

の検索式を作成する際、対象者として、若

年および女性を表す単語（Young Adult、

Women など）を、やせを表す単語（thinness、

Underweight など）を組み込んだ。日本語

論文および英語論文のレビューの検索式を

それぞれ図 1 から図 2 に示した。 

日本語論文において、医中誌に検索式を

入れ、まず表題および抄録の精査（1 次ス

クリーニング）を実施した。次に、採択論

文の本文を精査（2 次スクリーニング）し、

採択論文を決定した（図 1）。 

英語論文において、PubMed、Medline 

CINAHL、Web of Science、SCOPUS にそ

れぞれ検索式を入れ、まず表題および抄録

の精査（1 次スクリーニング）を実施した。

次に、採択論文の本文を精査（2 次スクリ

ーニング）し、採択論文を決定した（図 2）。 

抽出されたすべての論文の表題と抄録を

確認し、採択基準に適合しないことが明ら

かなものを除外した。スクリーニングは各

論文について 2 名が独立して行い、2 名の

意見が異なる際は、さらにもう 1 名が加わ

り、議論の上、採択の可否を決定した。 

 

採用基準 

・やせの定義として、論文中に痩せ（BMI、

パーセンタイル値など）の情報があること 

・対象年齢は 13～24 歳（Youth;13-18 歳、

Young adult;19-24 歳）とし、文献中の対象

年齢がこの範囲に入る場合は採用した。英

語論文は、上記の基準に加え、論文の平均

年齢が 30 歳未満の場合は採用した。日本語

論文はやせと関連する要因についてライフ

ステージの関連も確認できるよう医中誌で

区分される成人（18-44 歳と定義）までの

年齢を採用した。 

 

除外基準 

・妊娠中の対象者 

・食品及び生活習慣に関する介入研究（横

断データが採用できる場合は採用） 

・経済協力開発機構が示す発展途上国の論

文（中国は文献に含めた） 

・特殊事情の前後比較（地震・コロナ・経

済危機等） 

・性別または体型（やせ）を区分できない

文献 

・BMI を区分せずに相関分析を実施してい

る文献 

 

（倫理面への配慮） 

 特記事項なし。 



8 

 

 

Ｃ．研究結果 

本研究で採用された日本語論文と英語論

文からやせに関連する要因を区分した項目

を表 1 に示す。 

 

日本語論文について、検索された論文

891 件のうち、1 次および 2 次スクリーニ

ングの結果、最終的に 47 件が採用された。

やせに関連する疾患として、月経・妊娠（18

件、38.3%）6–23、生活習慣病（14 件、29.8%）

7,24–36、骨（7 件、14.9%）30,33,37–41、精神面

（2 件、4.3%）6,7、その他（6 件、12.7%）

6,9,32,42–44が挙げられた。 

英語論文において、検索された論文 2923

件のうち、1 次および 2 次スクリーニング

の結果、62 件が採用され、さらに日本語論

文の検索によって採用された英語論文 3 件

を加えて最終的に 60 件が採用された。やせ

に関連する疾患として、月経・妊娠（15 件、

24.2%）45–59、生活習慣病（10 件、16.1%）

5,59–67、骨（8 件、12.9%）52,68–74、精神面

（17 件、27.4%）59,75–90、その他（12 件、

19.4%）91–102が挙げられた。 

 

研究方法 

採用された日本語論文 47 件のうち、横断

研究 46 件、縦断研究 1 件であった。調査地

域は 1 件（インドネシア）を除いてすべて

日本人のデータが含まれていた（46 件）。

やせの定義については、ほとんどが BMI

（body mass index）に基づく基準値で設定

されており(42 件) 、肥満度（標準体重に対

する割合）や体脂肪率で設定されている文

献（8 件）も確認された。対象者の平均年

齢が 30 歳以上の文献は 17 件確認された。 

採用された英語論文 62 件のうち、横断研

究は 39 件、縦断研究は 23 件であった。調

査地域は、日本に加えて近隣する中国と韓

国等からの文献は 23 件であり、そのうち日

本の文献は 10 件であった。やせの定義は、
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ほとんどが BMI に基づく基準値で設定さ

れており（56 件）、肥満度やピクトグラム、

ボディシルエットで体型を評価している文

献（6 件）も確認された。 

 

主な研究結果 

日本語論文において、月経・妊娠に関す

る文献 18 件のうち、無月経や無排卵など月

経に関する文献が 5 件、子どもの出生体重

や早産など妊娠に関する文献が 13 件確認

された。生活習慣病に関する文献 14 件のう

ち、糖尿病など糖代謝に関する文献が 3 件、

脂質代謝に関する文献が 5 件、血圧に関す

る文献が 3 件、動脈硬化に関する文献が 1

件、乳がんに関する文献が 3 件確認された

（一部の文献で重複あり）。骨に関する文献

（7 件）では、骨量や骨密度に関する内容

であった。精神面に関連する文献 2 件では、

精神的健康度や人格に関する内容であった。

その他の文献（6 件）では、冷え（3 件）、

不定愁訴（3 件）、自律神経（1 件）、鉄欠乏・

貧血（2 件）に関する内容であった（一部

の文献で重複あり）。 

英語論文において、月経・妊娠に関する

文献 15 件のうち、初経の遅延や月経困難症

など月経に関する文献が 14 件、不妊治療リ

スクや早産など妊娠に関する文献が 4 件確

認された（一部の文献で重複あり）。生活習

慣病に関する文献 10 件のうち、糖尿病など

糖代謝に関する文献が 5 件、脂質代謝に関

する文献が3件、血圧に関する文献が2件、

動脈硬化に関する文献が 1 件、心血管疾患

リスクに関する文献が 1 件、乳がんに関す

る文献が 1 件確認された（一部の文献で重

複あり）。骨に関する文献（8 件）では、骨

量や骨密度に関する内容が 7 件、骨減少症

に関する文献が 1 件確認された。精神面に

関連する文献 17 件では、うつに関する内容

が 5 件、自殺念慮・自殺未遂に関する文献

が 3 件、摂食障害に関する文献が 3 件、精

神疾患に関する文献が 3 件、疲労・メンタ

ルヘルス・健康関連 QOL に関する内容が 3

件であった。その他の文献（12 件）では、

主観的健康感・主観的幸福感（3 件）、死亡

率（2 件）、近視（1 件）、機能性ディスペプ

シア（1 件）、安静時心拍数（1 件）、不正咬

合（1 件）、鉄欠乏（1 件）、不眠症（1 件）、

アレルギー（1 件）に関する内容であった。 

さらに、日本語論文と英語論文におけるや

せに関連する疾患のカテゴリーとして、月

経・妊娠に関する論文は、日本語論文 47 件

中 18 件（38.3%）、英語論文 62 件中 15 件

（24.2%）と日本語論文で割合が高かった。

また、生活習慣病に関する論文は、日本語

論文 47 件中 14 件（29.8%）、英語論文 62

件中 10 件（16.1%）と日本語論文で割合が

高かった。精神面に関する論文は、日本語

論文 47 件中 2 件（4.3%）、英語論文 62 件

中 17 件（27.4%）と英語論文で割合が高か

った。 

 

Ｄ．考察および結論 

若年やせ女性と疾患に関するスコーピン

グレビューを実施した結果、月経・妊娠、

生活習慣病、骨、精神面などに関連する様々

な疾患が抽出された。若年期のやせは、若

年期では、初経の遅延や月経困難症、骨密

度低下、冷えなどに関連することが明らか

となった。縦断研究の結果より、若年期の

やせは、成人期以降においても、妊娠、生

活習慣病、骨減少症などに関連することが

確認された。したがって、ライフステージ
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における早い段階において、やせを防ぐ対

策が必要であると考えられる。 

課題として、日本語論文では、ほとんど

の研究が横断研究であるため、特に日本人

を対象としたやせと疾患に関する因果関係

を明らかにすることはできなかった。やせ

の定義は BMI を用いて国際的な基準値に

沿って決定している研究が大半を占めるも

のの、異なる BMI の基準値や体脂肪率、ボ

ディシルエットで評価している研究もある

ため、やせの評価基準については今後検討

する必要があると考えられる。 

今後、令和 5 年度中に論文投稿を進める

とともにインターネット調査へとつなげて

いく予定である。 

 

Ｅ．健康危険情報 

 やせが疾患と関連する可能性が示唆され

ているため、早急に対策を練る必要がある。 

 

Ｆ．研究発表 

 1.  論文発表 

 特記事項なし。 

 

 2.  学会発表 

 特記事項なし。 

 

Ｇ．知的財産権の出願・登録状況 

 1.  特許取得 

 特記事項なし。 

 

 2.  実用新案登録 

 特記事項なし。 

 

 3.  その他 

 特記事項なし。 
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